
受益面積 事業費

番号 事 業 名 地区名 事業主体 関係市町村 事 業 内 容

（ha） （百万円）

1 一般農道整備 赤谷２期 県 美馬市 34 150 道路工 280m 幅員5.0m H 20 ～ H 24

2 ため池等整備 藤谷池 県 阿南市 6 67

堤体工 83m
取水工
洪水吐工 H 19 ～ H 21

3 ため池等整備 一の坪 県 吉野川市 10 136

堤体工 50m
取水工
洪水吐工 H 19 ～ H 23

4
ため池等整備
（農業用河川工作物応急対策） 大井堰 県 海陽町 316 150

堰体補修工 132m
護床工 H 20 ～ H 23

5 湛水防除事業 上八万 県 徳島市 62 1,400

排水機場
排水ﾎﾟﾝﾌﾟ φ1,200㎜×2台
除塵機等 H 19 ～ H 23

6 経営体育成基盤整備 段関 県 鳴門市 46 552
排水路 3300m
農道 1000m H 19 ～ H 24

7 中山間地域総合整備 三野西部 県 三好市 154 1,350

用排水路 7路線 8,140m
農道 4路線 1,670m
ほ場整備 3地域 A=12.2ha
集落道 2路線 2,490m H 19 ～ H 24

計 ７地区 3,805

平成１８年度 田園環境検討委員会(第２回) 審議地区 一覧表

予 定 工 期 備考

第１回委員会で完了。

第１回委員会で完了。



平成１8年度 田園環境検討委員会 審議地区 環境調査・配慮対象対比表

生物調査項目、調査季 配慮対象 配慮対策

番号 事 業 名 地区名

ほ乳類 鳥類
は虫・
両生類

魚類・
底生動物

昆虫 植物 平成18年10月時点 平成19年2月時点 平成18年10月時点 平成19年2月時点
備 考

キジカクシ 同左

・キジカクシについては、より詳細

な計画が立てられた時点で、その

生育地が改変範囲となった場合、

再度専門家と移植を協議する事と

する。

同左夏

H18.8.24

種数 117種

代表種

ｱｷﾉｴﾉｺﾛｸﾞｻ､

ｺﾂﾌﾞｷﾝｴﾉｺﾛ､

ﾒﾋｼﾊﾞ

(希少種)

ｷｼﾞｶｸｼ

１
一般農道整備

事業

赤谷２期 － － － － －

秋

H18.10.4

種数 133種

代表種

ｽｽｷ、

ｵﾋｼﾊﾞ､

ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ

(希少種)

－

地域の植生 同左

・工事に関わる伐採は最小限にとど

める。

・河川への濁水の流出等、水質汚濁

に対して適切な保全対策を行う。

・法面の吹き付けについては、在来

種子を利用したものとする。

同左

○植物

(調査者)

(同定者)

徳島県植物研究会

木下 覺



平成１8年度 田園環境検討委員会 審議地区 環境調査・配慮対象対比表

生物調査項目、調査季 配慮対象 配慮対策

番号 事 業
名

地区名

ほ乳類 鳥類
は虫・両生

類
魚類・

底生動物
昆虫 植物 平成18年10月時点 平成19年2月時点 平成18年10月時点 平成19年2月時点

備 考

スズサイコ 同左

・スズサイコについては、工事

期間中は、周辺土壌ごと、よく

似た環境に避難させ、工事後に

対策を施した箇所に戻すことと

する。

同左夏

H18.8.25

種数 159種

代表種

ｸｻﾖｼ、

ﾜﾚﾓｺｳ、

ﾋﾖﾄﾞﾘﾊﾞﾅ

(貴重種)

ｷﾞﾝﾗﾝ、

ｽｽﾞｻｲｺ

２
た め 池 等

整 備 事 業

藤谷池 － － － 夏

H18.7.11～12

種数

4種（魚類）

9種（底生）

代表種

ｵｵﾀﾆｼ、

ﾄﾞﾌﾞｶﾞｲ、

ｽｼﾞｴﾋﾞ

－

秋

H18.10.25

種数 205種

代表種

ｽｽｷ、

ﾜﾚﾓｺｳ、

ﾂﾘｶﾞﾈﾆﾝｼﾞﾝ

(貴重種)

ｽｽﾞｻｲｺ

ため池の水生生物

（ﾄﾞﾌﾞｶﾞｲ等）

同左

・ため池内の水を排出する場

合は、徐々に水を排出し、た

め池内部に溜水域を確保し、

既存の水生生物が避難できる

ようにする。

・提体内側の張りブロックに

ついては、現況の環境との連

続性をもたせる位置に、植物

が生育しやすい多孔質のコン

クリート製品を使用する。

・工事に関わる作業ヤードは

必要最小限とする。

・工事後もオオクチバス等が

放流されないよう啓発を行

う。

・ドブガイについては、自ら

移動できないので、工事中に

溜水内に、人の手によって移

動させることとする

同左

・○植物

(調査者)

(同定者)

徳島県植物研究会

木下 覺

・○魚類、底生動物、

（調査者）

（同定者）

ﾈｲﾁｬ-ｲﾝｻｲﾄ

高田 雅人



平成１8年度 田園環境検討委員会 審議地区 環境調査・配慮対象対比表

生物調査項目、調査季 配慮対象 配慮対策

番号 事業名 地区名
ほ乳類 鳥類

は虫・両
生類

魚類・
底生生物

昆虫 植物 H18.10月時点 H19.2月時点 H18.10月時点 H19.2月時点
備考

夏

H.18.7.26

種数 108種

代表種

ｱｷﾉｴﾉｺﾛｸﾞｻ

ﾆﾜﾎｺﾘ

ｺｺﾞﾒｶﾞﾔﾂﾘ

ﾅｷﾞﾅﾀｶﾞﾔ

ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ

ﾒﾘｹﾝｶﾙｶﾔ

希少種

－

回遊性魚類

カマキリ
同左

・旧来の河道である右岸側の堰本体と水叩

き部分を、縦断方向と横断方向に緩傾斜を

つけ、新たに魚道部とし水深に変化をもう

ける。さらにその部分に、植え石を設け流

速の制御をおこない、多種の魚介類の移動

を可能とする。

・旧来の河道である右岸側の堰本体と水叩

き部分を縦断方向に緩傾斜をつけ、その下

流側を異形ブロックにより現況河床にすり

付けた。これにより堰での河川の段差、分

断を解消し、生物的連続性を確保する。

・工事中の土砂流失や濁水流下を最小限に

つとめ、下流の動物への影響を軽減す

る。

同左
４ ため池等整備事業

(農業用河川工作物

応急対策）

大井堰 － － － 夏

H17.8.8～10

種数 25種

代表種

ｳﾅｷﾞ

ｷﾞﾝﾌﾞﾅ

ｵｲｶﾜ

ｶﾜﾑﾂ

ｳｸﾞｲｶﾏﾂｶ

ｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ

ｱﾕ

ｼﾏﾖｼﾉﾎﾞﾘ

ｶﾜﾆﾅ

ﾐﾅﾐﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ

ﾇﾏｴﾋﾞ

希少種

ﾀｶﾊﾔ

ﾄﾞｼﾞｮｳ

ｱｶｻﾞ

ｶﾏｷﾘ(ｱﾕｶｹ)

ｽﾐｳｷｺﾞﾘ

ﾎﾞｳｽﾞﾊｾﾞ

ﾙﾘﾖｼﾉﾎﾞﾘ

ｸﾛﾖｼﾉﾎﾞﾘ

ﾋﾗﾃﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ

ﾔﾏﾄﾇﾏｴﾋﾞ

ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ

－

秋

H.18.10.19

種数 120種

代表種

ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ

ｶﾅﾑｸﾞﾗ

ﾔﾌﾞﾏﾒ

ｺｼｵｶﾞﾏ

ﾂﾙﾖｼ

ﾈｺﾔﾅｷﾞ

希少種

－

在来植生 同左 ・仮設道や作業ヤード設置による用地をで

きる限り少なくし、在来植生への影響を

軽減する。

・低公害型の作業機械の使用と重機からの

油類の流出、飛散に注意し、周辺の植物

への影響を軽減する。

同左

○植物

（調査者）

水土里ネット徳島

矢野周造

ｳｴｯﾄﾗﾝﾄﾞ

中村俊之

（同定者）

徳島県植物研究会

木下 覺

ｳｴｯﾄﾗﾝﾄﾞ

中村俊之

水土里ネット徳島

矢野周造

○魚類・底生生物

（調査者）

ﾈｲﾁｬｰｲﾝｻｲﾄ

高田雅人

永田昭廣

平松 亘

（同定者）

ﾈｲﾁｬｰｲﾝｻｲﾄ

高田雅人

永田昭廣



事業名 地区名 助言・指導事項 対応方針

経営体育成基盤整備事業 段関

２．本地域は貴重な植物の種も多く、その保全の必要が
ある。

２．植物の生育地の土壌を、工事によって影響の受けな
いところに移動させ工事後戻す等、影響を極力小さ
なものになるよう、検討を行う。

平成18年度 第１回 徳島県田園環境検討委員会 助言・指導事項と対応方針

１．カワバタモロコの保全に係る排水路の工法（案）を
検討する場合に、蓮田と排水路の間の移動のことも
検討する必要がある。

１．現在カワバタモロコの生態について調査研究中であ
り、今後工法の選定において、専門家の意見を取り
入れ、蓮田と排水路の間の移動のことも含めて検討
を行う。



平成１８年度 第２回 田園環境委員会 審議地区 環境調書・配慮対象対比表

番 生物調査項目・調査季 配慮対象 配慮対策

事業名 地区名 備考
は虫・ 魚類・

号 ほ乳類 鳥類 昆虫 植物 H18.10 月時点 H19.2 月時点 H18.10 月時点 H19.2 月時点
両生類 底生動物

秋 春 ・水路側壁部を魚巣ブロック

６ 経営体育成基盤 段関 － － － H17.9.12 ～ 13 － H18.5.8 ～ 9 貴重な魚類 同左 やカゴ枠等により、空隙部 同左 ○魚介類

整備事業 種数 24 種 H18.6.12 （ｶﾜﾊﾞﾀﾓﾛｺ・ﾔﾘﾀﾅ をつくり魚類の生息空間と （調査者）

代表種 種数 195 種 ｺﾞ・ﾒﾀﾞｶ・ﾄﾞｼﾞ する。 日本ﾐｸﾆﾔK.K

ｺｲ 代表種 ｮｳ・ﾓﾂｺﾞ） 渡辺竜之

ｹﾞﾝｺﾞﾛｳﾌﾞﾅ ｳｷｸｻ、 ｲﾇｶﾞﾗｼ ・工事の際、重機からの油流 野村恒平

ﾀｲﾘｸﾊﾞﾗﾀﾅｺﾞ ｴﾋﾞﾓ、ｺﾞｷｽﾞﾙ 失、飛散に注意する。 竹下将生

ｶﾀﾞﾔｼ ﾏｺﾓ、 ﾖﾓｷﾞ 塩尻匡浩

ﾋﾒﾀﾆｼ ﾅｽﾞﾅ、ｶﾗｽﾉｴﾝﾄﾞｳ 印部善弘

ｽｼﾞｴﾋﾞ 希少種 若月高明

希少種 ｻﾃﾞｸｻ、 ｺｷﾞｼｷﾞｼ （同定者）

ﾔﾘﾀﾅｺﾞ ｺｲﾇｶﾞﾗｼ、 ｵｵｱﾌﾞﾉﾒ 日本ﾐｸﾆﾔK.K

ｶﾜﾊﾞﾀﾓﾛｺ ｶﾜﾁﾞｼｬ、 ｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ 渡辺竜之

ﾓﾂｺﾞ ｱﾂﾞﾏﾂﾒｸｻ、 ｲﾄｸｽﾞﾓ 野村恒平

ﾀﾓﾛｺ ﾐｽﾞｱｵｲ、 ﾁｼﾏﾏﾂﾊﾞｲ

ﾄﾞｼﾞｮｳ ﾁｬﾎﾞｲ

ﾒﾀﾞｶ

○植物

夏 （調査者）

春 H18.7.13,25 ｳｴｯﾄﾗﾝﾄﾞ

H18.6.8 ～ 10 H18.8.10,25 中村俊之

種数 15 種 種数 191 種 （同定者）

代表種 代表種 ｳｴｯﾄﾗﾝﾄﾞ

ｷﾞﾝﾌﾞﾅ ｳｷｸｻ、 ｲﾇｶﾞﾗｼ 中村俊之

ﾀｲﾘｸﾊﾞﾗﾀﾅｺﾞ ﾏｺﾓ、ｺﾞｷｽﾞﾙ

ｶﾜﾖﾉﾎﾞﾘ ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ､ ﾖﾓｷﾞ ・サデクサの生育環境である

ｶﾀﾞﾔｼ ｴﾉｷｸﾞｻ、ﾊﾏｽｹﾞ 貴重植物 同左 ヨシやオギの群落を一部残 同左
ﾋﾒﾀﾆｼ 希少種 （ﾐｽﾞｱｵｲ・ｵｵｱﾌﾞﾉ し、サデクサが生育できる

ｽｼﾞｴﾋﾞ ｻﾃﾞｸｻ、ｺｲﾇｶﾞﾗｼ ﾒ・ｺｷﾞｼｷﾞｼ・ 環境を保全する。

希少種 ﾐｽﾞｱｵｲ、 ﾁｼﾏﾏﾂﾊﾞｲ ｻﾃﾞｸｻ）

ﾓﾂｺﾞ ﾁｬﾎﾞｲ、 ｺｶﾞﾏ ・コギシギシの生育地の土壌

ﾄﾞｼﾞｮｳ を工事の影響のないところ

ﾒﾀﾞｶ に移動しておき、工事後戻

ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ縞鰭型 秋 すこととする。また、排水

H18.10.25 ～ 26 路工事の際、オオアブノメ

種数 284種 ・ミズアオイの生育する蓮

夏 代表種 田への影響を軽減する。

H18.8.2 ～ 4 ｳｷｸｻ、 ｲﾇｶﾞﾗｼ

種数 14 種 ｴﾋﾞﾓ、ｺﾞｷｽﾞﾙ

代表種 ﾏｺﾓ、ﾖﾓｷﾞ

ｷﾞﾝﾌﾞﾅ ﾅｽﾞﾅ、ｶﾗｽﾉｴﾝﾄﾞｳ

ﾀｲﾘｸﾊﾞﾗﾀﾅｺﾞ 希少種

ｶﾀﾞﾔｼ ｻﾃﾞｸｻ、ｶﾜｼﾞｼｬ

ﾋﾒﾀﾆｼ ｺｲﾇｶﾞﾗｼ、ｺｶﾞﾏ

ｽｼﾞｴﾋﾞ ﾐｽﾞｱｵ ｲ、ﾁｬﾎﾞｲ

希少種 ﾁｼﾏﾏﾂﾊﾞｲ

ﾓﾂｺﾞ

ﾄﾞｼﾞｮｳ

ﾒﾀﾞｶ

ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ縞鰭型



平成 18 年度 田園環境検討委員会 審議地区 環境調査・配慮対象対比表

生物調査項目、調査季 配慮対象 配慮対策番

号
事業名

地区名

所在地 ほ乳類 両生･は虫類 魚類・底生動物 水生昆虫 植物 H18.10月 時 点 H19.2月 時 点 H18.10月 時 点 H19.2月 時 点
備考

渓 流 に 生 息 す る

魚 類 （ ﾀ ｶ ﾊ ﾔ 、 ﾅ

ｶﾞﾚﾎﾄｹﾄﾞｼﾞ ｮｳ）

同 左 ・事業区域内から生息が確認さ

れた下流の地点までは約

2.5kmあるため、魚類に対して

は特に影響は無いと考えられ

るが、下流域は自然環境の残

された谷あいであるため、工事

実施中には重機等による油類

、土砂の流出等に注意する。

同左夏

H18.8.17～18

種数306種

代表種

ﾐｽﾞﾅﾗ

ｱｶｼﾃﾞ

ｺﾅﾗ

ｱﾗｶｼ等

(希少種)

ﾐﾔｺｱｵｲ

ｸﾛﾌﾈｻｲｼﾝ

ｺﾊﾞﾉﾁｮｳｾﾝｴﾉｷ

水 田 、 水 路 に 生

息 する水 生 生 物

（ﾄﾞｼ ﾞ ｮｳ、ｺｵｲﾑｼ

）

同 左 ・主要な生息地である湿地（休耕

田）の直接的な改変は予定さ

れていないが、排水路、農道

整備に伴う水路と田面の分断

及び落差が生じるため、水田と

排水路の移動を可能とする箇

所を設ける。

同左

７ 中山間地域総

合整備事業

三野西部 － 夏

H18.8.17～18

種数4種

ｱﾏｶﾞｴﾙ

ﾄﾉｻﾏｶﾞｴﾙ

ﾂﾁｶﾞｴﾙ

ﾇﾏｶﾞｴﾙ

夏

H18.8.17～18

種数12種

ﾀｶﾊﾔ

ﾄﾞｼﾞｮｳ

ｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ

ﾅｶﾞﾚﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ

ﾅﾏｽﾞ

ﾄﾞﾝｺ

ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ

ｶﾜﾆﾅ

ﾊﾌﾞﾀｴﾓﾉｱﾗｶﾞｲ

ｻｶﾏｷｶﾞｲ

ﾋﾗﾏｷｶﾞｲﾓﾄﾞｷ

ｻﾜｶﾞﾆ

（希少種）

ﾀｶﾊﾔ

ﾅｶﾞﾚﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ

ﾄﾞｼﾞｮｳ

夏

H18.8.17～18

種数25種

ﾋﾒﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ属

ｵﾋﾞｶｹﾞﾛｳ

ﾌﾀｽｼﾞﾓﾝｶｹﾞﾛｳ

ｺｵﾆﾔﾝﾏ

ｳｽﾊﾞｷﾄﾝﾎﾞ

ﾌﾀﾂﾒｶﾜｹﾞﾗ属

ﾄｳｺﾞｳｶﾜｹﾞﾗﾞ

ｺｾｱｶｱﾒﾝﾎﾞ

ﾋﾒｱﾒﾝﾎﾞ

ﾊﾈﾅｼｱﾒﾝﾎﾞ

ｺｵｲﾑｼ

ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ

ﾏﾂﾓﾑｼ

ｺﾊﾞﾝﾄﾋﾞｹﾗ

ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ属

ﾁﾋﾞｹﾞﾝｺﾞﾛｳ

ﾀﾏｶﾞﾑｼ等

（希少種）

ｺｵｲﾑｼ

秋

H18.10.17～18

種数336種

代表種

ﾋﾒﾐｿﾊｷﾞ

ﾆｼﾉﾔﾏﾀｲﾐﾝｶﾞｻﾊ

ﾅﾋﾞｾﾘ等

(希少種)

ﾐﾔｺｱｵｲ

ｸﾛﾌﾈｻｲｼﾝ

ｺﾊﾞﾉﾁｮｳｾﾝｴﾉｷ

森 林 に 生 育 す る

植 物 ( ﾐ ﾔ ｺ ｱ ｵ ｲ 、

ｸﾛﾌﾈｻｲｼﾝ)

同 左 ・ 管 水 路 の 施 工 に 際 し て は 、

できるだけ周 辺 の植 生 に影

響 を与 えないよう配 慮 する。

同左

○植物

(調査者)

夏季

森定 伸

小川みどり

(同定者)

森定 伸

小川みどり

(調査者)

秋季

森定 伸

小川みどり

(同定者)

森定 伸

小川みどり

○魚介類・水生昆虫類

(調査者)

夏季

山下博康

東口信行

(同定者)

山下博康

東口信行
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